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特 定疾患治療研究事業 の対象疾患 となった1976
年 当時、 クロー ン病患 者数 は128人 であ った。 そ
れ か ら40年 以 上 経過 し、2017年 には41,068人
(特 定 医療 費 受給 者 証所 持 数)に な った。 ク ロー
ン病の好発 時期 は10代 後半 か ら20代 とな る青 年
期 、成 人前 期 であ るが、患 者の 年齢構 成(表)で
は、40代 が最 も多 く11,481人 で、次 い で30代
の10,016人 とな る。老年 期 に 日を向 けてみ る と、
60代 は3,027人 、70代 以 上 は1,883人 で、60歳
以 上の患者数 は総数 の11.2%に あたる。更には40
代 、50代 を含め た中年期以 降の患者数 で は総数 の
55.3%に あた り、今後更 なる高齢化がすすむ ことが
予測 される。 中年期以降 の患者数が増加 している理
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特集2/各 種難病の看護支援[第3部 ］
表 クローン病患者の年齢構成
総数 0～9歳 10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳 以上
41,068 4 917 7,432 10,016 11,481 6,308 3,027 1,883



















































































































4.エ ン ド ・オブ ・ライフケアの視点を見据 えた
支援
近年、老年期にある慢性疾患患者に対する支援に
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